
第48回大会〕

2 Ha－7

住　　居

付設温室のある半地下室の居住性能に関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中辰明（お茶の水女子大学）

筆者が自ら設計しまた1 5年にわたり居住してきたソーラーハウス（所在地；東京杉並）

の内、付設温室のある半地下室の居住環境に関する調査を行ったので、結果を報告する。

このソーラーハウスの概要はRC造、延べ床面積260m''　である。パッシブの要素として半

地下室を作り、土の熱容量を使って夏の涼しさ、冬の暖かさを得ている。半地下室の主な

用途は書斎である。この書斎の南側前面には付設温室が設けられ、自然の太陽集熱器にな

っている。冬は都合が良いのであるが、夏には書斎の温度が上昇しすぎる傾向もある。こ

の為日除けを設けたが、この効果も含めて19 9 5年の夏期、秋期、冬期に室内環境の実

測を行った。また半地下室は音楽室など室内騒音が発生するような部屋として多く使用さ

れることも予想されたため、付設温室のしや音性能についても調査した。一方半地下室で

あるがために昼光の利用率は悪くなる事が予想され、照度計を用いて照度分布を求め、こ

れから昼光率分布を求めた。半地下室の温熱環境はＰＭＶを用いて評価したが、夏期は１

８時～6時の間は外気温度が地下室温度より低く、窓を開放した自然換気をはかる事で地

下室温度を外気温度に近づけることができた。最も外気温度の低い午前５時のＰＭＶ値は

窓閉鎖より窓開放の時最もＯに近づく。秋期は日射遮蔽シートの有無よりも窓の開閉の影

響を受けており、最も快適なのは遮蔽シート有りで窓閉鎖の場合であった。夏期と比較す

ると、どの条件でもPMVはＯに近く、快適な状態であった。冬期は温室内に設置した潜

熱蓄熱体の効果が認められたが、外気丿温度の低下に伴い、書斎を暖房無しで使用するには

問題が生じた。昼光率分布より窓近傍では曇天日でも人工照明は不要であるが、部屋中i

では昼光照明との併用が望ましいことが判明した。付設温室のしや音性能は夕卜部音源法、

内部音源法共に5 0 OHzで4 6 d B (A）、1 0 0 0 Hzで4 3 dB (A)であった。

2 Ha－8 室内アレルゲンの制御に関する研究
（その1.信州における生ダニ、ダニアレルゲンの実態調査）

○入江建久、大村道雄（信州大学）

　目的　積雪、寒冷地における住居内のダニの消長およびダニアレルゲンの実態を把握すること。
　方法　長野市内の供試住居1 0戸、居間を中心とした計1 5箇所で、検知シート法により1995

年5～11月に生ダニの実態調査を行った。使用シートは１箇所３枚、１週毎に貼り替え、回収後
実体顕微鏡により計数、１枚あたりの平均値を求めた。気象データは長野地方気象台より得た。

　同年11月に上記住居より２戸を選び、ＬＶにより浮遊粉塵、ダニアレルゲン量を実測した。同

時にイオン式、ファン式空気清浄機の効果についても調べた。ＬＶは吸引速度6 ltr／分で１週

間連続採塵。アレルゲンは免疫化学法により、Der l 値を求めた。
　結果　生ダニ数は夏期の気温と並行した消長を示し、最大値が39匹/枚、平均的には10程度であ

った。最大値を示した住居は、家族４人、共働きで、日中閉め切りの度合いが高いためと考えら

れたが、最大値を含め、全般的に首都圏のこれまでのデータと比較して、1/2～1/3程度であった。

住居構造については顕著な差は見られなかった。床仕上げに関しては、夏期11週の平均値で、畳

　6.5、カーペット敷6.0で、差はほとんどなく、板の間は1.1であった。

　２例の浮遊粉塵、Der l 濃度測定結果は、以下の通りで、
　　　　BG （清浄機非使用時）　粉塵　0.07. 0.Iling/in3　　　Derl　49. 84pg/iii3

　　　　イオン式清浄機　　　　　　　　0.06, 0.08　　　　　　　　　46, 54

　　　　ファン式清浄機　　　　　　　　0.01, 0.07　　　　　　　　　35, 46
アレルゲン濃度はこれまでの知見と類似じていること，清浄効果に関しては濃度減少幅（率）で

イオン式が0.1～0.4、ファン式が0. 3～0.8であることが判明した。
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